
東員町議会HPはこちら▶東員町議会HPはこちら▶

とういんあなたと議会をつなぐ

議会だより

●議会はこの予算に注目
●本会議上で白熱する議論！
●10人が町政を問う
●オレンジバスで聴きました
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議
会
は
こ
の
予
算
に
注
目
し
ま
し
た

一
般
会
計
当
初
予
算

2

つ
な
が
り

概要

東
員
町
の
魅
力
を

情
報
発
信
す
る
た

め
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ュ
ニ
ー
ア
ル
や
情
報
紙

発
行
、Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
な
ど

を
行
い
ま
す
。

概要

障
が
い
の
あ
る
方

の
共
同
生
活
を
営

む
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

建
設
す
る
た
め
、社
会
福

祉
法
人
へ
補
助
を
行
う
も
の

で
す
。

広
報
広
聴
経
費

（
政
策
課
）

障
害
者
福
祉
事
業

（
地
域
福
祉
課
）

3600万円

5000万円

問
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
の
費
用
は
、
非
常

に
高
額
だ
と
思
う
が
、も
う
少
し

経
費
の
削
減
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
競
争
入
札
に
し
て
、コ
ス

ト
バ
ラ
ン
ス
な
ど
考
え

て
い
き
ま
す
。

問
新
し
い
情
報
紙
の
作
成

は
ど
う
い
う
形
で
行
わ

問
５
０
０
０
万
円
は
要
求

さ
れ
た
金
額
で
す
か
。

答
町
の
補
助
金
交
付
要
綱

に
基
づ
い
て
、限
度
額
の

５
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

れ
て
い
く
の
で
す
か
。

答
住
民
な
ど
か
ら
幅
広
い

意
見
を
取
り
入
れ
て
業

者
と
綿
密
に
協
議
し
て
、
事
業

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
「
と
う
い
ん
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー

ス
新
聞
」は
廃
刊
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
、ど
う
で
す
か
。

答
情
報
紙
は
発
行
し
ま
す
。

い
ろ
ん
な
意
見
を
い
た

だ
い
た
結
果
、
内
容
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
現
在
４
ペ
ー
ジ
か

ら
８
ペ
ー
ジ
に
増
や
し
、
隔
月

で
発
行
し
ま
す
。

　
東
員
町
の
お
店
の
紹
介
や
お

店
の
ク
ー
ポ
ン
な
ど
も
掲
載
し

た
り
、
東
員
町
の
情
報
を
明
確

に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
考
え

て
い
ま
す
。

問
民
間
無
料
情
報
紙
と
の

差
別
化
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

答
北
勢
地
域
の
民
間
情
報

紙
は
あ
り
ま
す
が
、差
別

化
は
難
し
い
で
す
。

　
町
の
情
報
紙
と
し
て
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

令
和
５
年
６
月
議
会
定

例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら

16
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
や
条
例
の
制
定

な
ど
、
議
案
12
件
、
発
議

１
件
、
請
願
１
件
を
審
議

し
、
原
案
の
通
り
可
決
な

ど
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算

は
、
４
月
に
町
長
選
挙
を

控
え
、
骨
格
予
算
と
し
て

編
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

回
の
補
正
予
算
は
、
新
規

事
業
や
投
資
的
事
業
な
ど

の
政
策
的
経
費
を
中
心
と

し
た
「
肉
付
け
予
算
」
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
肉
付
け
予
算
」っ
て
何
？

　

選
挙
後
、
新
町
長
が
当

初
予
算
（
骨
格
予
算
）
に

肉
を
つ
け
る
の
が
「
肉
付

け
予
算
」
で
す
。

　

こ
れ
は
政
策
的
経
費
と

呼
ば
れ
、
町
長
が
こ
の
政

策
を
進
め
た
い
、
こ
の
分

野
に
力
を
入
れ
た
い
、
新

し
く
こ
こ
に
予
算
を
つ
け

た
い
な
ど
、
町
長
の
想
い

が
反
映
さ
れ
る
補
正
予
算

の
こ
と
で
す
。

可 決可 決
6 月 定 例 会6 月 定 例 会

補 正 予 算 額６億 9192 万円を
新規事業・生活支援など に戦略的な予算配分

駐車場（砂利の部分）に建設予定

リニューアル予定のHP
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一
般
会
計
当
初
予
算

3

家
族・つ
な
が
り

家
族
・
学
ぶ

暮
ら
し
や
す
さ

家
　
族

学
　
ぶ

概要

低
所
得
世
帯(
住
民

税
非
課
税
世
帯)
に

対
し
て
一
世
帯
当
た
り

３
万
円
を
支
給
す
る
費

用
で
す
。

概要

国
の
交
付
金
を
利

用
し
令
和
５
年
７

月
か
ら
令
和
６
年
１
月

ま
で
給
食
費
を
無
償
化

す
る
費
用
で
す
。

概要

国
の
交
付
金
を
利

用
し
対
象
と
な
る

家
電
製
品
の
購
入
者
に

補
助
金
を
交
付
す
る
費

用
で
す
。

概要

児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
世

帯(

ひ
と
り
親
世
帯)

や

そ
の
他
住
民
税
非
課
税

の
子
育
て
世
帯
な
ど(

ひ
と
り

親
世
帯
以
外)

に
対
し
、
対
象

児
童
一
人
に
つ
き
５
万
円
を

支
給
し
ま
す
。

概要

神
田
小
学
校
の
教

室
不
足
に
対
応
す

る
た
め
、
仮
設
校
舎(

リ

ー
ス
契
約)

増
設
お
よ
び

駐
車
場
不
足
を
解
消
す

る
整
備
費
用
で
す
。

概要

中
部
公
園
の
大
型

遊
具（
ロ
ー
ラ
ー

滑
り
台
）な
ど
を
修
繕
す

る
費
用
で
す
。

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
事
業

（
地
域
福
祉
課
）

神
田
小
学
校
施
設
整
備
費

（
教
育
総
務
課
）

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
る

　
生
活
支
援
給
付
金
事
業

（
地
域
福
祉
課
）

保
育
園
・
幼
稚
園
及
び

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

（
教
育
総
務
課
）

低
炭
素
・
循
環
型
社
会

　
　
　
　
形
成
整
備
事
業

（
み
ら
い
環
境
課
）

公
園
維
持
管
理
経
費（建

設
課
）

6111万円

7859万円848万円

1033万円1億4827万円

1500万円

問
神
田
小
学
校
の
リ
ー
ス

期
間
は
何
年
で
す
か
。

答
令
和
６
年
度
か
ら
５
年

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ー
ス
終
了
後
は
撤
去
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
取
得
す
る
駐
車
場
用
地

は
、何
台
ぐ
ら
い
駐と

め
ら

れ
ま
す
か
。

答
　

台
以
上
は
駐と

め
ら
れ

る
よ
う
に
計
画
し
て
い

ま
す
。

問
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

費
用
を
計
上
し
て
い
ま

す
か
。

答
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
の
修

繕
と
老
朽
化
し
た
健
康

遊
具
を
取
り
替
え
る
費
用
な
ど

で
す
。

20

令和５年度
一 般 会 計
補 正 予 算 補正予算額６億9192 万円を

新規事業・生活支援など に戦略的な予算配分

ローラーを修繕する滑り台

現仮設校舎の右側に予定

神田小学校 5年生
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動
議
・
付
帯
決
議

4

本会議場本会議場でで白熱白熱するする議論！！議論！！
～情報紙発行に２件の動議を提出～～情報紙発行に２件の動議を提出～

　
「
と
う
い
ん
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス

新
聞
」を
廃
止
、
原
案
の
９
０
０

万
円
お
よ
び
減
額
修
正
案
の

２
８
０
万
円
の
積
算
根
拠
が
は

っ
き
り
し
な
い
た
め
原
案
お
よ

び
修
正
案
に
反
対
し
ま
す
。

　
広
報
広
聴
経
費
の
情
報
紙
発

行
委
託
料
９
０
０
万
円
は
国
の

２
分
の
１
の
補
助
が
あ
り
、
町

の
持
ち
出
し
を
少
な
く
す
る
努

力
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
賛
成

し
ま
す
。

　

情
報
紙
は
、
議
会
と
町
民
と

の
意
見
交
換
会
や
議
員
間
討
議

で
多
く
の
厳
し
い
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
町
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
議
会
活
動
を
す
る

必
要
が
あ
り
、
修
正
案
に
賛
成

し
ま
す
。

原
案
お
よ
び
修
正
案
に
反
対
す
る
討
論

（
大
崎・広
田
議
員
）

町
長
提
出
の
原
案
賛
成
の
討
論

（
中
村・島
田・南
部
議
員
）

修
正
案
賛
成
の
討
論

（
片
松・三
宅
議
員
）

問
今
回
の
付
帯
決
議
は
予
算

決
算
常
任
委
員
会
の
意
思

を
全
会
一
致
で
表
明
す
る
も
の

な
の
に
効
力
も
な
い
動
議
を
何

故
議
場
で
行
っ
た
の
で
す
か
。

答
議
場
で
も
付
帯
決
議
の

動
議
は
で
き
る
と
聞
い

て
い
ま
す
の
で
問
題
な
い
と
考

え
ま
す
。

問
昨
年
、
委
員
会
と
し
て
意

見
書
を
添
付
し
て
提
出
し

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、何
故
今

回
付
帯
決
議
を
出
さ
れ
た
の
で

す
か
。

答
今
回
、委
員
会
で
採
択
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
本
会

議
で
提
出
す
る
こ
と
に
法
的
に

は
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
個
人
が
議
場
で
動
議
と
し

て
行
う
も
の
で
は
な
く
、

委
員
会
と
し
て
の
総
意
と
し
て

提
出
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

答
委
員
会
で
提
出
す
れ
ば

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◎「修正動議」って何？
　町長から議会に議案の提出があった場合、本会議場で議決を行います。
　その議案に対し、議員が修正を行いたい時、提出する動議を修正動議といいます。
　提出には、議員定数の12分の1以上の賛成が必要です。

◎「付帯決議」って何？
　議会または委員会における審議の対象である案件などの議決に当たって、付けられる意見
または要望の決議のことを言います。
　決議の多くは法的効果が発生しません。

議会豆知識

■付帯決議（案）動議・提案理由
　本事業は、価格以外にも企画力や提案力、特殊な技術およびデザイン力を必要と考えます。
　情報紙発行委託の９００万円は、質の高い設計が可能である発注者と受注者が協議して業務
を進めることができるプロポーザル方式が効果的であるため、付帯決議案を提出します。

■修正（減額）動議・提案理由
　原案の情報紙発行予算は、100万円×9か月の900万円の予算計上ですが、発行回数を4回に
減らし、昨年と同様と考えれば100万円×4か月で400万円の予算となります。さらに、随意
契約から一般入札に変更するなど、予算は抑えられると考えられることから280万円に減額し
た修正案を提出します。

否 決

可 決
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条
例
改
正
・
請
願

5

６月定例会６月定例会

概要

情
報
通
信
技
術
を
利
用

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
電
子
申
請
な
ど
を
行
う
た

め
、
共
通
的
な
事
項
を
定
め
る

も
の
で
す
。

概要

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の

東
側
に
県
道
が
開
通
し

た
の
で
、
周
辺
道
路
に
つ
い
て

必
要
な
変
更
を
す
る
も
の
で

す
。

東
員
町
情
報
通
信
技
術
を

活
用
し
た
行
政
の
推
進
に

関
す
る
条
例
の
制
定（財

政
課
）

町
道
の
路
線
認
定

（
建
設
課
）

問
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
と

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
か
。

答
財
政
課
長　

ふ
る
さ
と

納
税
や
入
札
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

問
個
人
情
報
の
漏ろ

う
え
い洩
は
大
丈

夫
で
す
か
。

答
財
政
課
長　

人
的
原
因

や
シ
ス
テ
ム
要
因
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
安

全
対
策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

問
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
北
側

の
路
線
は
ど
の
よ
う
な
扱

い
に
な
り
ま
す
か
。

答
建
設
課
長　

県
と
町
の

共
用
道
路
で
県
が
管
理

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
町
道
と
し
て
管
理
し
て
い

き
ま
す 

。

新 し い 県 道 が 開 通
主な条例の制定と改定

帯状疱疹ワクチン接種帯状疱疹ワクチン接種にに補助補助をを
《
請
願
名
》

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
公
費
助

成
を
求
め
る
請
願

《
請
願
者
》

笹
尾
西
４
丁
目「
健
遊
会
」

　
　
　
会
長　
　
井
上　
光
治

　
　
　
副
会
長　
向　
　
博
司

　
　
　
副
会
長　
加
藤　
君
子

　
　
　
会
員　
　
小
谷
津
俊
美

　
　
　
会
員　
　
服
部
ふ
み
子

　
　
　
会
員　
　
瀬
尾　
昭
忠

　
　
　
会
員　
　
西
脇　
生
起

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
　
　
　
大
崎　
昭
一

　
　
　
　
　
　
　
島
田　
正
彦　

　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
喜
和

《
主
な
内
容
》

「
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
公
費

助
成
を
求
め
る
請
願
書
」が
笹

尾
西
４
丁
目
健
遊
会
か
ら
賛
同

署
名
５
２
７
筆
を
添
え
議
会
へ

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
請

願
人
４
名
を
迎
え
て
審
議
し
、

全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
、
本
会

議
で
全
会
一
致
を
も
っ
て
採
択

し
ま
し
た
。

　
議
長
は
、町
長
へ
提
出
の
際
、

「
住
民
の
願
い
に
応
え
一
日
も

早
い
実
施
が
で
き
る
よ
う
に
」

と
伝
え
ま
し
た
。

請願を全員賛成で採択

議会に「請願書」を提出する
健遊会のみなさん（5月 9日）

新しくできた県道

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

　
　
　
　
準
備
を
整
え
る



一般質問一般質問

6
原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載。なお質問は２題まで掲載しています。

P7

P7

P8

P8

P9

P9

P10

P11

P10

P11

一般質問の内容を動画で視聴できます。
町ホームページの「東員町議会」から「録画動画配信」を検索するか、
スマートフォンやタブレットで二次元コードを読み取りご覧ください。
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⓾⓾
人
が
町
政
を
問
う

人
が
町
政
を
問
う

一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑
問点を問点を質質
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は一般質問としては適当ではないとされています。は一般質問としては適当ではないとされています。
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山崎まゆみ 山崎まゆみ 議員議員
・町の持続可能な発展に向けた政策、活気あるまち・町の持続可能な発展に向けた政策、活気あるまち
づくりについてづくりについて

大崎　昭一 大崎　昭一 議員議員
・町長の政治姿勢について・町長の政治姿勢について
・町民・高齢者世代の健康維持について・町民・高齢者世代の健康維持について
・障がい者福祉の拡充について・障がい者福祉の拡充について

中村　　等 中村　　等 議員議員
・地域福祉計画について・地域福祉計画について
・東員町文化芸術基本条例について・東員町文化芸術基本条例について

片松　雅弘 片松　雅弘 議員議員 ・子育て支援について・子育て支援について

広田　久男 広田　久男 議員議員
・利用者にやさしいバス停の提案・利用者にやさしいバス停の提案
・より親しみのある中部公園の提案・より親しみのある中部公園の提案
・員弁川を利用した観光戦略の提案・員弁川を利用した観光戦略の提案

川瀬　孝代 川瀬　孝代 議員議員
・ヘルプマークの取り組みについて・ヘルプマークの取り組みについて
・心のサポーターの養成について・心のサポーターの養成について
・熱中症対策の推進について・熱中症対策の推進について

大谷　勝治 大谷　勝治 議員議員

・帯状疱疹のワクチンの公費助成について・帯状疱疹のワクチンの公費助成について
・ふるさと納税について・ふるさと納税について
・町内の魅力ある資源について・町内の魅力ある資源について
・資源としての水道水について・資源としての水道水について

三宅　耕三 三宅　耕三 議員議員 ・町三役の取り組み姿勢について・町三役の取り組み姿勢について

三林　　浩 三林　　浩 議員議員 ・第６次東員町総合計画について・第６次東員町総合計画について

伊藤　治雄 伊藤　治雄 議員議員
・安心安全な道路について・安心安全な道路について
・人口減少社会における子ども子育て政策について・人口減少社会における子ども子育て政策について

山崎まゆみ 議員
・町の持続可能な発展に向けた政策、活気あるまち
づくりについて

大崎　昭一 議員
・町長の政治姿勢について
・町民・高齢者世代の健康維持について
・障がい者福祉の拡充について

中村　　等 議員
・地域福祉計画について
・東員町文化芸術基本条例について

片松　雅弘 議員 ・子育て支援について

広田　久男 議員
・利用者にやさしいバス停の提案
・より親しみのある中部公園の提案
・員弁川を利用した観光戦略の提案

川瀬　孝代 議員
・ヘルプマークの取り組みについて
・心のサポーターの養成について
・熱中症対策の推進について

大谷　勝治 議員

・帯状疱疹のワクチンの公費助成について
・ふるさと納税について
・町内の魅力ある資源について
・資源としての水道水について

三宅　耕三 議員 ・町三役の取り組み姿勢について

三林　　浩 議員 ・第６次東員町総合計画について

伊藤　治雄 議員
・安心安全な道路について
・人口減少社会における子ども子育て政策について
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問
人
口
減
少
と
高
齢
化
に

よ
り
、ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面

し
て
い
る
地
域
で
は『
関
係
人

口
』が
地
方
創
生
の
鍵
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
居
住
は

し
て
い
な
い
が
、
そ
の
地
域
に

縁
あ
っ
て
興
味
を
持
っ
た
リ
、

定
住
ま
で
い
か
な
い
が
深
く
関

わ
り
の
あ
る『
関
係
人
口
』に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　
❶
町
の『
関
係
人
口
』に
よ
る

事
業
は
何
で
す
か
。

　
❷
周
知
は
い
か
が
で
す
か
。

答
政
策
課
長　
❶「
こ
ど
も

歌
舞
伎
」や「
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」、「
第
九
」な
ど
は
町
民
だ

け
で
な
く
、
町
外
の
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
大
き
な
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
❷
東
員
町
が「
幸
福
度
№
１
」

な
ど
民
間
評
価
が
続
い
て
い
ま

す
。
町
外
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
を
増
や
す
た
め「
広
報
戦
略
」

を
策
定
し
、
町
外
向
け
の
Ｐ
Ｒ

紙
の
配
布
で
町
の
認
知
度
を
高

め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
は
町
民
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
方
と
協
力
す
る
こ
と
の

大
切
さ
の
周
知
に
努
め
て
い
ま

問
町
の
魅
力
発
信
を
し
、興

味
を
も
っ
て
く
れ
る
人

を
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
す
が
、

町
外
の
人
達
の
受
け
入
れ
態
勢

は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答
町
長　

町
外
の
人
達
が

長
く
深
く
ま
ち
づ
く
り

に
協
働
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

空
き
家
を
活
用
し
た『
民
泊
』サ

ー
ビ
ス
の
検
討
も
し
て
お
り
、

健
康
活
躍
の「
お
み
ご
と
！
が

あ
ふ
れ
る
東
員
町
」を
目
指
し

ま
す
。

問
「
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費

用
公
費
助
成
」請
願
書
が
、

笹
尾
西
４
丁
目
健
遊
会
の
み
な

さ
ん
か
ら
議
会
へ
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
賛
同
署
名
５
２
７
筆
で

す
。
町
民
の
要
望
を
受
け
止
め
、

町
と
し
て
助
成
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

答
健
康
長
寿
課
長　

帯
状

疱
疹
は
、水
ぼ
う
そ
う
に

罹
患
し
た
人
の
体
内
に
潜
伏
し

た
ウ
イ
ル
ス
が
、
再
活
性
化
す

る
こ
と
で
発
症
し
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
予
防
の
意
義
は
大

き
い
で
す
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

は
２
回
接
種
で
自
己
負
担
４
万

円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
予

防
注
射
を
希
望
さ
れ
る
方
々
が

接
種
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

助
成
を
前
向
き
に
進
め
ま
す
。

問
「
障
が
い
者　

歳
の
壁
」

が
社
会
問
題
化
し
て
い

ま
す
。
本
町
で
困
っ
て
い
る
人

は
い
ま
せ
ん
か
。

　
町
内
で
の
65
歳
未
満
の
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は

１
５
３
人
で
す
。
65
歳
誕
生
日

す
。「
よ
い
町
、住
み
や
す
い
町
」

さ
ら
に
定
住
と
い
う
形
の
良
い

循
環
が
生
ま
れ
る
よ
う
、
取
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

で
サ
ー
ビ
ス
を
突
然
打
ち
切
ら

な
い
よ
う
、社
会
福
祉
の
父・糸

賀
一
雄
氏
の
ポ
リ
シ
ー
を
大
切

に
し
、
利
用
者
の
特
性
に
即
し

て
運
用
を
図
る
こ
と
を
約
束
し

て
く
だ
さ
い
。

答
地
域
福
祉
課
長　

障
害

者
総
合
支
援
法
第
７
条
」

に
65
歳
に
な
る
方
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
優
先
規
定
が
あ
り
ま

す
。

　

本
町
は
相
談
支
援
専
門
員
が
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
障
が
い
特

性
に
応
じ
る
調
整
を
行
い「
65

歳
の
壁
」が
起
き
な
い
た
め
に
、

本
人
の
特
性
と
意
向
を
尊
重
し

た
制
度
選
択
に
な
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
の
方
に

適
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

町内外から東員町の力に
なってくれる人たち

「
障
が
い
者
65
歳
の
壁
」問
題

『
関
係
人
口
』
の

受
け
入
れ
は

山や
ま
ざ
き崎

ま
ゆ
み

大お
お
さ
き崎

　
昭し

ょ
う

一い
ち

Q. 地域の魅力向上の取組は

Q. 帯状疱疹予防接種に助成を

A. 町外の人達とも連携します

A.前向きに進めます

65
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問
伝
統
的
な
文
化
や
芸
術

は
、古
く
か
ら
地
域
に
根

付
い
て
お
り
、
町
に
は
伝
統
と

歴
史
を
誇
る「
猪
名
部
神
社
上

げ
馬
神
事
」や「
六
把
野
獅
子

舞
」、演
奏
会
の
自
主
文
化
事
業

な
ど
文
化
芸
術
は
、
地
域
の

人
々
の
絆
を
生
み
、
さ
ら
に
は

新
た
な
価
値
観
を
生
み
ま
す
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
東
員
町

文
化
芸
術
基
本
条
例
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
実
施
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
教
育
長　

観
光
、
産
業
、

福
祉
な
ど
の
各
関
連
分

野
の
施
策
と
連
携
さ
せ
る
こ
と

で
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
施
策

を
一
層
推
し
進
め
る
と
い
う
方

向
性
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
本

条
例
の
実
施
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
今
年
度「
東
員
町
文
化
芸

術
推
進
基
本
計
画
」を
策
定
し

ま
す
。

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
た「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド・ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
７
」で

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
伊
勢
市
や
神
社
本
庁
な
ど
の

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
登
壇
し
市
町
村
が
地
域

の
神
社
仏
閣
に
つ
い
て「
政
教

連
携
を
恐
れ
ず
情
報
発
信
に
取

り
組
む
べ
き
」だ
と
の
意
見
か

ら
も
、
行
政
も
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。

答
社
会
教
育
課
長　
「
猪
名

部
神
社
上
げ
馬
神
事
」や

「
六
把
野
獅
子
舞
」な
ど
は「
東

員
町
文
化
芸
術
推
進
基
本
計

画
」に
基
づ
き
今
後
他
課
と
も

連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
ま
す
。

問
２
０
２
２
年
度
の
出
生

数
は
約
77
万
人
と
な
り
、

国
も「
次
元
の
異
な
る
少
子
化

対
策
」と
し
て
強
い
危
機
感
を

表
し「
子
育
て
支
援
」に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
各
市
町
村
で
は
昨
年
度
よ
り

予
算
を
増
や
し
て
独
自
の
子
育

て
支
援
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
本
町
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
か
。

　
幼
稚
園・保
育
園・小
中
学
校

の
給
食
費
の
無
償
化
を
国
の
補

助
金
が
出
た
と
き
の
み
で
な
く
、

恒
久
的
に
行
え
ま
せ
ん
か
。

　
近
隣
市
町
で
は
行
わ
れ
て
い

る
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
18
歳

ま
で
に
延
長
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
子
育
て
し
や
す
い
町
を
掲
げ

て
い
る
東
員
町
と
し
て
今
後
、

独
自
の
支
援
策
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
か
。

答
子
ど
も
家
庭
課
長　

本

町
で
は
国
の
子
育
て
支

援
策
や
、
第
６
次
東
員
町
総
合

計
画
、子
ど
も・子
育
て
支
援
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
保
健
師

な
ど
に
よ
る
相
談
支
援
や
期
間

限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
給
食

費
の
無
償
化
や
本
町
で
生
産
さ

れ
た
お
米
を
配
布
す
る
な
ど
子

育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
的
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
伴
走
型
相
談
支
援

と
し
て
保
健
師
等
に
よ
る
面
談

の
機
会
を
設
定
し
個
々
に
合
っ

た
対
応・
支
援
に
努
め
て
い
ま

す
。答

町
長　

本
町
の
子
育
て

支
援
の
優
先
順
位
は
、
子

ど
も
医
療
費
支
援
の
年
齢
延
長

や
恒
久
的
な
給
食
費
無
償
化
で

は
な
く
、
待
機
児
童
を
無
く
す

こ
と
が
最
優
先
と
考
え
て
い
ま

す
。

みんなで食べるとおいしいね！

猪名部神社上げ馬神事

中な
か
む
ら村

　
等ひ

と
し

片か
た
ま
つ松

　
雅ま

さ
ひ
ろ弘

Q. 地域に根付く文化や芸術は

Q. 町の子育て支援の優先順位は

A.一層推し進めます

A. 待機児童を無くすことです

問
伝
統
と
歴
史
を
誇
る「
猪

名
部
神
社
上
げ
馬
神
事
」

や「
六
把
野
獅
子
舞
」な
ど
は

「
政
教
連
携
」で
は
と
の
声
も
あ

伝
統
と
歴
史
を
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問
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
の
利
用

者
が
多
い
バ
ス
停
に
は
、

雨
や
日
差
し
を
し
の
げ
る
上
屋

(

シ
ェ
ル
タ
ー)

を
設
置
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

答
政
策
課
長　
現
在
、役
場

や
東
員
駅
、ネ
オ
ポ
リ
ス

内
バ
ス
停
の
一
部
な
ど
合
計
13

カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
乗
降
者
が
多
い
商
業
施
設
な

ど
は
平
成
22
年
に
設
置
検
討
を

し
ま
し
た
が
、
地
権
者
や
事
業

主
と
の
調
整
が
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
公
共
交
通
政
策
を
進
め
て
ゆ

く
中
で
再
度
検
討
し
ま
す
。

問
町
自
慢
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
、年
間
１
万
人
程

度
の
利
用
実
績
で
す
が
、
健
康

増
進
に
も
つ
な
が
る
の
で
利
用

促
進
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

　

ま
た
、
町
民
大
会
な
ど
を
企

画
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
建
設
課
長　
　

歳
以
上

の
高
齢
者
と
65
歳
以
上

で
運
転
免
許
返
納
者
を
対
象
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
半
額
に

な
る「
お
で
か
け
元
気
パ
ス
」を

配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
の
利
用
特
典
を
追

加
で
き
な
い
か
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

は
再
開
を
検
討
し
ま
す
。

問
義
足
や
難
病
な
ど
外
部

か
ら
気
づ
か
れ
に
く
い

が
、
配
慮
や
助
け
を
必
要
と
す

る
人
が
、
身
に
つ
け
て
周
囲
に

知
ら
せ
る
た
め
に
、
カ
バ
ン
な

ど
に
つ
け
る「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
内
容
や
緊
急
連
絡
先

を
記
載
し
て
持
ち
歩
く「
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
」も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
障
が
い
の
あ
る

方
か
ら
周
囲
の
人
に
、
配
慮
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら

せ
る
ツ
ー
ル
と
し
て「
ヘ
ル
プ

シ
ー
ル
」が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の「
ヘ
ル
プ
シ
ー
ル
」は
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
具
体
的
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す

　
周
囲
の
助
け
を
求
め
や
す
く

す
る
た
め
の「
ヘ
ル
プ
シ
ー
ル
」

へ
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答
地
域
福
祉
課
長　
「
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
」は
、
三
重
県

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て

窓
口
で
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
ヘ
ル
プ
シ
ー
ル
」は
、
周
囲

の
方
に
助
け
て
ほ
し
い
こ
と
を

伝
え
る
こ
と
で
は
、「
ヘ
ル
プ
マ

ー
ク
」と
目
的
は
同
じ
で
す
が
、

障
が
い
の
種
別
に
よ
っ
て
様
々

な
シ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
や
手
帳
な
ど
、
身

に
つ
け
る
も
の
に
貼
っ
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
便
利
で
伝

え
や
す
い
と
考
え
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
シ
ー
ル
の

デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
し
、
取
得
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
の
配
布
は
、
ニ
ー
ズ

の
把
握
を
行
い
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

助けを求めやすく

パークゴルフで楽しく健康増進を

広ひ
ろ

田た

　
久ひ

さ

男お

川か
わ

瀬せ

　
孝た

か

代よ

Q. 利用者目線でバス停や公園整備を

Q. ヘルプシールは

A. 計画に盛り込み推進します

A.検討していきます

問
中
部
公
園
に
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
浅

い
池
や
噴
水
広
場
な
ど
、
人
工

の
水
遊
び
場
は
作
れ
ま
せ
ん
か
。

答
建
設
課
長　

経
年
劣
化

の
た
め
町
内
の
都
市
公

園
全
体
の
再
整
備
を
考
え
て
い

ま
す
。

　
令
和
５
年
度
内
に
公
園
整
備

方
針
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

親
し
み
あ
る
中
部
公
園
に

75
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問
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

公
費
助
成
制
度
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
12
月
定
例
会
一

般
質
問
の
答
弁
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
は
国
の
動
向
を
踏
ま
え

た
上
で
検
討
し
た
い
と
の
答
弁

で
し
た
。
今
近
隣
市
町
で
も
公

費
助
成
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
助
成
は
い
つ
頃
に

実
施
出
来
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

答
健
康
長
寿
課
長　

発
症

の
予
防
に
は
、健
康
的
な

生
活
習
慣
、食
事
の
バ
ラ
ン
ス
、

適
度
な
運
動
と
十
分
な
睡
眠
、

ス
ト
レ
ス
疲
れ
を
溜
め
な
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
予
防
に
有
効

で
す
。
令
和
３
年
12
月
定
例
会

一
般
質
問
に
お
い
て
、
接
種
費

用
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
前
回
の
質

問
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
に
対
し

て
免
疫
力
が
高
め
ら
れ
、
発
症

や
重
症
化
を
抑
え
ら
れ
て
、
予

防
接
種
の
意
義
は
大
き
い
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
き
国
が
接
種
を
勧
奨

し
て
い
る
定
期
接
種
と
は
異
な

る
任
意
接
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
検

討
す
る
、と
答
弁
を
し
ま
し
た
。

以
降
本
町
に
お
い
て
も
、
ワ
ク

チ
ン
の
公
費
助
成
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
近
隣
市
町
の
実
施
状

況
も
含
め
て
検
討
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
県
内
で
も

７
つ
の
自
治
体
が
助
成
制
度
を

始
め
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
本

町
に
お
い
て
も
準
備
が
整
い
次

第
、
今
年
度
中
に
接
種
費
用
の

公
費
助
成
を
開
始
す
る
こ
と
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

問
町
長
が
掲
げ
る
さ
ま
ざ

ま
な
方
針
を
副
町
長・
教

育
長
が
、
更
に
良
い
も
の
に
す

る
た
め
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
り
、

軌
道
修
正
し
た
り
、時
に
は「
思

い
留
ま
る
よ
う
進
言
」す
る
の

が
、
側
近
の
務
め
で
あ
り
責
任

だ
と
思
い
ま
す
。

　

職
員
で
は
、
幹
部
職
員
で
構

成
す
る
町
政
運
営
会
議
が
、
町

民
目
線
で
よ
く
吟
味
を
し
て
か

ら
議
会
に
説
明
を
す
る
の
が
本

来
の
在
り
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、

今
は
異
論
が
出
せ
な
い
体
質
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に「
東
員
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス

新
聞
」の
発
行
代
金
１
２
０
０
万

円
に
は
、
多
く
の
町
民
か
ら
異

論
が
出
て
い
ま
す
。

　
東
員
第
一
中
学
校
移
転
に
つ

い
て
は
、
建
設
費
高
騰
で
町
政

に
与
え
る
財
政
的
な
負
担
が
大

き
く
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
低

下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
で
用
地
買
収
の

目
途
が
つ
い
て
い
な
い
の
に
計

画
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
、

地
権
者
に
ご
理
解
い
た
だ
い
て
、

「
一
旦
立
ち
止
ま
る
」方
が
良
い

と
思
い
ま
す
が
、
見
切
り
発
車

す
る
の
で
す
か
。

答
町
長　

三
役
を
は
じ
め

町
政
運
営
会
議
は
、
本
来

の
責
務
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
紙
発
行
に
つ
い
て
は
、

目
的
、
内
容
や
発
信
先
な
ど
重

複
を
避
け
、
様
々
な
議
論
を
経

て
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
員
第
一
中
学
校
移
転
に
つ

い
て
は
、
厳
し
い
世
界
情
勢
の

影
響
な
ど
で
事
業
費
が
高
騰
し

て
い
ま
す
が
、
町
民
が
望
ん
で

い
る
事
業
で
も
あ
り
、
建
設
手

法
の
見
直
し
を
含
め
、
最
大
限

の
努
力
を
払
い
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

町三役の姿勢を質す一般質問

50歳を過ぎたら、帯状疱疹の
予防接種を受けることができます

三み

宅や
け

　
耕こ

う
ぞ
う三

大お
お
た
に谷

　
勝か

つ

治じ

Q. 重点施策の取り組みは

Q. 帯状疱疹のワクチン接種は

A.予定通り進めます

A. 今年度中に公費助成を開始
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子育て支援センター

問
第
６
次
東
員
町
総
合
計

画
は
３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
２
年
間
の
評
価
は
ど

う
で
す
か
。

　

ま
た
、
町
長
は
４
期
目
に
入

り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
す
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
結

果
を
残
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す

か
。答

町
長　

こ
の
計
画
の
策

定
は
、町
民
の
各
世
代
の

代
表
で
組
織
す
る「
み
ら
い
会

議
」の
皆
さ
ま
と
町
職
員
と
が

協
働
し
て
、
自
ら
の
手
で
創
り

あ
げ
た
東
員
町
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
総
合
計
画
で
す
。

　
こ
の
２
年
間
は
各
政
策
を
実

現
す
る
た
め
の
手
法
や
体
制
づ

く
り
な
ど
を
進
め
、
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
成
果
も

出
て
き
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き「
自
立
す
る
ま
ち

づ
く
り
」を
常
に
念
頭
に
置
き
、

人
口
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
が

進
む
中
、
効
率
的
で
安
定
的
な

事
業
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

問
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー（
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
）の
活
躍

す
る
場
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

答
健
康
長
寿
課
長　

認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
認

知
症
を
理
解
し
、
当
事
者
な
ど

を
応
援
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
現
実
は
サ
ポ
ー
タ
ー

の
認
知
度
が
低
く
周
知
に
努
め

ま
す
。

　

今
後
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
で

応
援
者
を
増
や
す
た
め
に
当
事

者
に
寄
り
添
っ
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

問
本
町
の
人
口
予
測
と
自

然
減
や
社
会
減
対
策
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
ま
た
、国
で
は
、本
年
４
月
に

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」が
創
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
今
後
の
政
策
推
進

な
ど
に
関
し
て
、
ご
所
見
を
伺

い
ま
す
。

答
子
ど
も
家
庭
課
長　

最

近
の
国
勢
調
査
で
は
、県

内
で
２
番
目
に
人
口
が
増
加
し
、

15
歳
未
満
の
年
少
人
口
に
つ
い

て
も
、
県
内
で
唯
一
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
傾
向
が
２
０
３
０

年
ま
で
は
続
く
と
予
測
し
て
い

ま
す
。
合
計
特
殊
出
生
率
も
緩

や
か
な
上
昇
基
調
に
あ
り
、
分

譲
住
宅
の
促
進
と
と
も
に
、
今

後
も
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

更
に
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創

設
は
、
縦
割
り
行
政
の
解
消
が

目
的
で
あ
り
、
組
織
の
特
性
や

権
限
を
実
効
性
の
あ
る
政
策
に

結
び
付
け
ら
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

本
町
も
、
母
子
保
健
や
児
童

福
祉
な
ど
を
統
合
し
、
一
体
的

に
対
応
で
き
る「
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」を
令
和
６
年
４
月

の
設
置
に
向
け
検
討
し
て
い
ま

す
。「
こ
ど
も
計
画
」の
策
定
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

民
間
団
体
と
有
機
的
な
連
携
も

視
野
に
入
れ
検
討
し
ま
す
。

広めようオレンジリングの輪

伊い

藤と
う

　
治は

る

雄お

三み
つ

林ば
や
し

　
浩ひ

ろ
し

Q. 少子化社会での子育て政策は

Q. 第６次東員町総合計画は

A.安心な子育て環境を整備します

A. 効率的で安定的な取組みです

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
の

認
知
度
を

問
本
町
か
ら
こ
ど
も
家
庭

庁
に
対
し
職
員
を
派
遣

し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
国
の
情

報
収
集
に
努
め
ら
れ
て
は
い
か

が
で
す
か
。

答
町
長　

非
常
に
有
効
で
、

今
す
ぐ
に
で
も
派
遣
し

た
い
と
考
え
ま
す
が
、現
在
、他

省
庁
へ
一
名
派
遣
し
て
い
る
こ

と
も
勘
案
し
検
討
し
ま
す
。

国
と
の
人
事
交
流
を
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○全会一致の議案○

議　　案　　名 審議結果

副町長の選任について
同意

概要   副町長が再任するにあたり議会の同意を求めるものです。

専決処分の承認を求めることについて
承認

概要   軽自動車税における、現行の種別割税率の軽減措置を 3 年間延長するなどの
改正です。

町道の路線廃止について
可決

概要   県道桑名東員線の供用開始による区域変更に伴い、町道鳥取山田線を廃止す
るものです。

町道の路線認定について
可決

概要   廃止する町道鳥取山田線の一部は県道へ昇格し、それ以外を町道山田西線と
して認定するものです。

東員町総合体育館他給排水衛生換気設備改修工事請負契約の締結について
可決

概要   個別施設計画に基づき、改修を行うものです。

東員町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について
可決

概要   情報通信技術を利用してオンラインで行うための共通的な事項を定めるもの
です。

令和 5年第 2回（6月）定例会（6月 1日～ 16日）令和 5年第 2回（6月）定例会（6月 1日～ 16日）

各 議 案  の 賛 否
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議　　案　　名 審議結果

東員町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可決
概要

  利用者証明用電子証明書が記録されたスマートフォンなどを使用して、コン
ビニなどに設置してある端末機から印鑑登録証明書の交付申請が可能となる
ため、所要の改正です。

東員町町税条例の一部を改正する条例の制定について
可決

概要   新たに特定小型原動付自転車を定義するなど、所要の改正です。

東員町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について

可決
概要   こども家庭庁設置に伴う所要の改正です。

東員町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について 可決
概要   こども家庭庁設置に伴う所要の改正です。

三重県市町公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び三重県市町公平委
員会共同設置規約の変更に関する協議について 可決
概要   桑名・員弁広域連合の三重県市町公平委員会への加入に伴う規約の変更です。

請願   帯状疱疹予防接種の公費助成を求める請願書（詳しくは５ページ） 採択

議員名

議案名・件名

大
崎
昭
一

広
田
久
男

中
村　

等

伊
藤
治
雄

片
松
雅
弘

大
谷
勝
治

三
林　

浩

山
崎
ま
ゆ
み

島
田
正
彦

南
部　

豊

水
谷
喜
和

川
瀬
孝
代

三
宅
耕
三

山
本
陽
一
郎

審
議
結
果

広報広聴経費の一部の情報紙発行委託料の減額
修正案（詳しくは４ページ）

× × × × ○ × ○ × × × × ○ ○ － 否決

令和５年度東員町一般会計補正予算（第２号） × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決

令和５年度東員町一般会計補正予算（第２号）
に対する付帯決議（詳しくは 4ページ）

○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × － 可決

議長（－）は採決に加わらない。ただし、可否同数の場合は議長裁決。○は賛成、×は反対。

○賛否の分かれた議案・件名○

各 議 案  の 賛 否

動議

動議
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　「GIGAスクール構想」に関する研修とし
て町内の笹尾東小学校と東員第二中学校を視
察調査しました。
　中学校はテスト期間ということもあり授業
は見られませんでしたが、各教科の先生たち
と「GIGAスクール構想」について真剣に取
り組み、実りのあるお話を聞くことができま
した。また、小学校では英語の授業を見学し、
その後校長先生と意見交換をしました。
　本町の「GIGAスクール構想」は前向きに
取り組んでいるように感じました。
　しかし、課題もあり、委員会としては行政
に提言していきたいと思います。

※「GIGAスクール構想」とは…児童生徒に１人１台
のタブレットなどと高速大容量の通信ネットワー
クを整備し、公正に個別最適化された学びを全国
の学校現場で持続的に実現させる構想です。

　昨年度に引き続き地域交通と交通安全対策を
テーマに取り組んでいます。
　地域交通は、今後さらに必要となってくるで
あろう「オンデマンド交通」による交通システム
の勉強会や視察研修などを行なってきました。
　本年度は「グリーンスローモビリティ」や
「アプリによる住民同士の送迎」を研修してい
く予定です。
　交通安全対策では昨年視察研修した「トリッ
クアート」を町内の道路に設置できるよう危険
個所を調査抽出し、安全対策に取り組むための
提言をしていきます。

授業は教科書からタブレットに授業は教科書からタブレットに

気軽に便利に外出できるまちに気軽に便利に外出できるまちに
地域公共交通や交通安全対策など研究地域公共交通や交通安全対策など研究

学校の教育現場を視察調査学校の教育現場を視察調査

教育民生常任委員会 5月19日（金）

総務建設常任委員会

委
員
会
活
動

14

楽しい英語の授業を視察（5年生）
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委
員
会
活
動

15

国 や 三 重 県 の 動 向 を 調 査国 や 三 重 県 の 動 向 を 調 査
三重県交通政策課を招いて勉強会三重県交通政策課を招いて勉強会

北勢線対策検討特別委員会
　県の交通調査によると、北勢線の沿線
で人の移動を分析した結果、「桑名方面
だけではなく、いなべ方面への通勤も意
外と多く、思ったより双方向だった。い
なべ方面への車通勤している人を『エコ
通勤』の目的で北勢線に取り込むことが
できるのではないか」と交通政策課長よ
りアイデアの披露がありました。

　2 市 1 町で構成される「北勢線事業運営協議会」を傍聴しました。
　BRT（バス高速輸送システム）などのさまざまな輸送案を比較しながら地域公共交通の将
来像を検討する調査事業を始める方針を決めました。

5月12日（金）

5月23日（火）調査事業を開始決定

　予算決算常任委員会（議長を除く全議
員13名による）は、町執行機関を監視・
評価する、という議会本来の果たすべき
責務を強化し、より住みやすいまちづく
りを目指すことを目的とし、今年度から
新たに『議会事務事業評価』を実施しま
す。
　議員各自が決算と予算の審査を今まで
以上に厳しく行なって、予算決算常任委
員会でまとめた評価を町へ提言します。
　決算から予算の審査に連動性を持たせ
るように、実施していきます。

予算と決算の審議の充実に向け予算と決算の審議の充実に向け
議会独自の事業評価を実施します議会独自の事業評価を実施します

予算決算常任委員会
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メンバー構成が変わりましたメンバー構成が変わりました
東員第一中学校移転事業特別委員会

一中移転事業の審査を厳しく行います

　議員が、過去の本会議で
行った一般質問の中から、
その後どのように町政に反映
されたかを追跡し、皆さんに
お知らせします。

　段差があるところには、転ば
ないように手すりの設置を提案
します。

（令和 4 年 6 月の一般質問）

安全対策を前進させて

　体の不自由な人たちの目線に
立ち、ニーズに応えられるよう
に努めていきます。

　身障者用駐車場から役場玄関までの通
路に手すりが設置され、安全対策を施し
ました。

こうなりました

Q

A

追跡追跡
あの質問はあの質問は

どうなったんや？どうなったんや？

利用しやすくなりました（令和5年1月設置）

メ
ン
バ
ー
構
成
／
あ
の
質
問

16

　3 月議会で委員長に島田正彦が就任し
ました。また、副委員長辞任により中村
等が新副委員長に就任、大谷勝治が委員
に新しく就任しました。
　5 月開催の委員会では執行部から基本
設計概算工事費が、総事業費は建設費の
高騰により大幅に増加し、基本計画の約
50 億円から約 74 億円に増額となるた
め、事業費を縮減目的に、設計・施工一
括発注方式（DB 方式）採用、削減効果
をめざすとの説明を受けました。
　6 月中旬に執行部と会議を予定してい
ます。
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読
者
の
声
／
政
務
活
動
費

17

　
娘
が
中
学
生
に
な
り
給
食
費

の
無
償
化
の
所
は
食
い
入
る
よ

う
に
見
ま
し
た
。
切
に
願
い
た

い
で
す
。　
　
　
　
　
（
30
代
）

　
印
刷
の
色
が
春
ら
し
く
桜
カ

ラ
ー
で
し
た
。

　
と
っ
て
も
気
分
が
良
く
な
り
、

楽
し
く
読
め
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
（
60
代
）

　

答
え
が
見
つ
け
に
く
く
、
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。（
10
代
）

　

私
達
、
年
寄
り
が
読
ん
で
も

分
か
り
や
す
く
記
事
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。　
　
　
　
（
80
代
）

●
紙
面
に
掲
載
し
き
れ
な
い
情

報
を
二
次
元
コ
ー
ド
で
見
ら
れ

る
取
り
組
み
は
便
利
だ
と
思
い

ま
し
た
。

●「
街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」の
コ

ー
ナ
ー
は
と
て
も
良
い
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば

毎
号
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と

い
い
で
す
。　
　
　
　
（
40
代
）

　

見
出
し
が
つ
い
て
見
や
す
く
な

り
ま
し
た
ね
。　
　
　
　
（
60
代
）

　
町
の
行
政
の
様
子
が
解
り
易

く
、あ
り
が
た
い
で
す
。（

70
代
）

　
議
会
だ
よ
り（
第
１
５
５
号
）

を
読
ん
で
、
た
く
さ
ん
の
感
想

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
な
ど
に
つ
い
て
は
、

行
政
に
伝
え
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

読
者
の
声

政務活動費の使い道政務活動費の使い道
　政務活動費は、議員 1 人年間 12 万円が交付されています。各議員は、1 年分の収支報告書と

領収書をすべて添付し、収支内訳書と研修報告書を 4 月末日までに議長に提出しています。

　閲覧を希望される方は議会事務局までご連絡ください。

　また、各議員の収支報告書などは町ホームページにも掲載しています。

項　目 内　　　　　　容

調査研究費 町の事務及び地方行政に関する調査研究並びに調
査委託に要する経費（調査委託費など）

研 修 費 団体等が開催する研修会、講演会等への参加に要
する経費（交通費、宿泊費など）

資料作成費 議会審議に必要な資料を作成するために要する経
費（印刷・製本費など）

資料購入費 調査研究のために必要な図書・資料等の購入に要
する経費（書籍購入代など）

広 報 費
議会活動及び町政に関する政策等の広報活動に要する
経費（広報誌、報告書等印刷費など）

事 務 費 議員が行う調査研究に係る事務遂行に必要な経費
（事務用品・備品購入費、通信費など）

調査研究費 研 修 費 資料作成費 資料購入費 広 報 費 事 務 費 返 還 額

520,219 円 287,491 円 2,020 円 643,135 円 121,859 円 0円 105,276 円

調査研究費
31％

研修費
17％

資料購入費
39％

返還額
6％広報費

7％
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通
学
の
大
切
な
手
段
で
す

　
高
校
に
通
う
た
め
、毎
日
、笹

尾
か
ら
北
勢
中
央
公
園
駅
ま
で

利
用
し
て
い
ま
す
。

ど
こ
ま
で
も
２
０
０
円

　

ほ
ぼ
毎
日
、
通
勤
の
た
め
に

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
２
０
０

円
な
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

乗
り
継
ぎ
が
分
か
り
に
く
い

　

通
院
や
買
物
な
ど
に
、
週
に

１
回
程
度
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
東
員
駅
か
ら
の
乗
り
継
ぎ
が

と
て
も
分
か
り
に
く
い
の
で
、

ど
う
に
か
な
り
ま
せ
ん
か
。

本
数
が
増
え
る
と
い
い
ね

　

高
校
に
通
う
た
め
、
毎
日
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
の
中
で
は
ス
マ
ホ
し
て

い
ま
す
。

本
数
が
少
な
い

　

週
３
回
、
通
勤
の
た
め
に
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
電
車
と
の
連
絡
を
も
っ
と
良

く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

夜
間
の
本
数
を
増
や
し
て

　

月
に
６
回
程
度
、
通
勤
に
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
夜
間
の
本
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い
で
す
。

ここがいい♪こうしたらいいことここがいい♪こうしたらいいことなどなど
町に出て突撃インタビュー♪町に出て突撃インタビュー♪

オレンジバスオレンジバスでで聴き聴きましたーましたー！！

議会広報広聴委員が町内のみなさんに直接お話を伺う「おでかけ取材」は、
6月 19日 ( 月 )、オレンジバスに乗車して、利用者の皆さんに伺いました。

広聴レポート No.2 オ
レ
ン
ジ
バ
ス
で
聴
き
ま
し
た
『
い
い
ね
ー
♪
か
ら
〝
あ
り
が
と
う
東
員
町
〟』

18

原さん ( 笹尾地区 )

永田さん ( 神田地区 )

山下さん ( 笹尾地区 )

伊藤さん ( 神田地区 )

今井さん ( 桑名市 )

吉富さん ( 三和地区 )

町に出て突撃インタビュー♪町に出て突撃インタビュー♪

オレンジバスオレンジバスでで聴き聴きましたーましたー！！
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取
材
後
の
感
想

オ
レ
ン
ジ
バ
ス
で
聴
き
ま
し
た
『
い
い
ね
ー
♪
か
ら
〝
あ
り
が
と
う
東
員
町
〟』

19

●『
走
っ
て
い
る
の
は
見
た
こ

と
あ
る
け
ど
、
実
際
に
は
乗
っ

た
こ
と
が
な
い
…
』と
い
う
方

も
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

通
勤・
通
学
で
駅
へ
向
か
う

な
ど
に
は
十
分
使
え
る
と
思
い

ま
す
。
特
に
雨
の
日
な
ど
は
重

宝
す
る
と
思
い
ま
す
。

●
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、質
問
し
た
方
に「
〇
〇

ま
で
行
き
た
い
の
で
す
が
、
何

と
い
う
バ
ス
停
で
下
車
し
た
ら

良
い
の
で
す
か
」と
逆
に
質
問

を
受
け
行
政
が
発
行
し
た
ル
ー

ト
表
を
片
手
に
四
苦
八
苦
、
利

用
者
に
は
も
っ
と
わ
か
り
に
く

い
だ
ろ
う
と
実
感
し
ま
し
た
。

●
乗
客
が
少
な
い
昼
便
は
、
高

齢
者
や
傷
が
い
の
あ
る
方
な
ど

は
、
バ
ス
路
線
上
に
限
定
し
ま

す
が
自
宅
に
近
い
安
全
な
場
所

で
乗
降
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
東
員
ら
し
い
、
や
さ

し
い
利
用
者
配
慮
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
ぁ
、と
思
い
ま
し
た
。

毎
週 
友
だ
ち
と
会
い
に

　

毎
週
、
友
だ
ち
と
会
っ
て
お

し
ゃ
べ
り
や
手
芸
な
ど
を
し
て

楽
し
む
た
め
に
利
用
し
て
い
ま

す
。

　
買
い
物
に
行
く
に
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

バ
ス
ア
プ
リ
は
便
利
で
す

　
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
な
い

の
で
大
切
な
外
出
手
段
で
す
。

　
バ
ス
の
現
在
走
行
位
置
を
探

す
ス
マ
ホ
ア
プ
リ「
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ

（
ピ
ナ
）」は
と
て
も
便
利
で
す
。

絶
対
に
廃
止
し
な
い
で

　

週
２
回
く
ら
い
、
買
物
に
行

く
た
め
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
な

い
の
で
助
か
り
ま
す
。

近
く
に
バ
ス
停
が
な
い

　

ほ
ぼ
毎
日
、
朝
１
番
の
便
を

通
勤
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
地
区
は
便
が
な
い
の
で

ネ
オ
ポ
リ
ス
の
バ
ス
停
ま
で
自

転
車
で
来
て
い
ま
す
。
大
変
で

す
。

　
北
勢
線
の
始
発
で
東
員
駅
ま

で
来
て
、
通
勤
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
朝
早
い
時
間
か
ら
運
行
し
て

い
る
の
で
助
か
り
ま
す
。

涼
し
く
て
快
適
で
す

　
両
親
の
都
合
が
悪
い
と
き
に
、

と
き
ど
き
通
学
に
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
ク
ー
ラ
ー
が
よ
く
効
い
て
い

る
か
ら
快
適
で
す
。

住
民
に
欠
か
せ
な
い

　

ほ
ぼ
毎
日
、
通
勤
に
利
用
し

て
い
ま
す
。

　
住
民
の
足
と
し
て
欠
か
せ
な

い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
乗
せ
た
い

　

月
５
～
６
回
、
通
院
と
買
物

に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
※
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
乗
せ
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

行
き
も
帰
り
も
利
用
し
て
い
ま
す

一色さん ( 三和地区 )

馬場さん ( 城山地区 )

Ｋさん ( 神田地区 )

ＭＮさん ( 神田地区 )

三林さん ( 神田地区 )

Sさん ( 城山地区 )

石垣さん ( 四日市市 )

小出さん ( 桑名市 )

※
歩
行
補
助
車
で
、
体
を
支
え
、

手
で
押
し
て
進
む
も
の
で
す
。



委 員 長／広田　久男
副委員長／山崎まゆみ
委　　員／大崎　昭一　 中村　等
　　　　　片松　雅弘　 三林　浩

議会広報広聴常任委員会 次回の定例会は
令和５年９月１日に
開会予定です。
傍聴、お待ちしています。

編
集
後
記

　

や
っ
と
マ
ス
ク
を
外
す
こ

と
が
で
き
、
今
回
の
表
紙
写

真
で
は
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち

を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
の
普
通
に
戻

り
つ
つ
あ
る
日
常
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
で

は
、
前
回
に
引
き
続
き
、
町

民
の
皆
様
の
生
の
声
を
聞
き

に
、
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
に
乗
車

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

通
学
途
中
の
学
生
さ
ん
に

は
「
議
会
だ
よ
り
は
全
く
見

た
こ
と
も
な
い
」
と
の
回
答

に
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
が
、
逆
に
頑
張
る
目

標
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
わ
か
り

や
す
く
読
み
や
す
い
、
そ
し

て
幅
広
い
年
代
の
方
々
に
も

読
ん
で
も
ら
え
る
「
議
会
だ

よ
り
」
を
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
片
松　

雅
弘
）

一般質問の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

ま
ち
の
話
題

※この議会だよりは古紙配合率100％白色度80％の再生紙を使用しています。

令
和
5
年
7
月
7
日
発
行

発
行
／
東
員
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
T
E
L〈
0
5
9
4
〉8
6
－
2
8
1
3
　
FA
X〈
0
5
9
4
〉8
6
－
2
8
5
3

三
重
県
員
弁
郡
東
員
町
大
字
山
田
1
6
0
0
番
地
　
E
-m
a
il：
g
ikai@

tow
n.toin.lg

.jp
　
https://w

w
w
.tow

n.toin.lg
.jp/

　

今
回
も
多
数
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
正
解
は

　
問
１　
３
月
17
日　

　
問
２　
７
人　
　

　
問
３　
14
人

　

多
数
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
の
結
果
、
当
選
さ
れ
た
15
人

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し

ま
す
。　

＊
笹
尾
西
２　
眞
野　
裕
美 

様

＊
笹
尾
西
２　
横
瀬　
公
行 

様

＊
城
山
３　
橋
本　
千
尋 

様

＊
長　
　
深　
伊
藤
美
津
子 

様

＊
笹
尾
東
３　
伊
東　
俊
子 

様

＊
笹
尾
西
２　
和
泉
恵
美
子 

様

＊
城
山
１　
城
田　
磨
美 

様

＊
大　
　
木　
寺
田　
基
之 

様

＊
山　
　
田　
佐
藤　
幸
江 

様

＊
笹
尾
東
１　
山
本　
和
生 

様

＊
城
山
１　
池
田　
有
里 

様

＊
城
山
２　
澤
井　
正
枝 

様

＊
笹
尾
西
１　
勝
川　
得
江 

様

＊
城
山
３　
小
林
倫
太
郎 

様

＊
笹
尾
西
４　
濱
崎
か
え
で 

様

ク
イ
ズ
当
選
者

　“安心して未就学の子どもたちが遊べる場が欲しい”と集った子育て世代のメンバーが中心
になって、東員町子育て支援ネットとイオンと社会福祉協議会が協力して、楽しい遊び場が
できました。
　一日限定のイベントに終わらせず、次回は地域の施設を借りて開催しようと、前へ前へと
突き進んでいます！！

6
月
定
例
会
 1
5
6
号

のびのび遊び場 ～ママ達の熱意全開～

のびのび遊び場（イオンモール東員内で初開催）


